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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】平成20年9月4日(2008.9.4)

【公表番号】特表2008-508885(P2008-508885A)
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【手続補正書】
【提出日】平成20年7月16日(2008.7.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　哺乳動物対象における自己免疫障害または炎症性障害を処置、改善または防止するため
の医薬組成物を製造するための、抗ＩＬ－２１Ｒ抗体、抗ＩＬ－２１抗体、抗ＩＬ－２１
Ｒ抗体の抗原結合性フラグメント、抗ＩＬ－２１抗体の抗原結合性フラグメント、および
、ＩＬ－２１Ｒの可溶性フラグメントからなる群より選択されるＩＬ－２１／ＩＬ－２１
Ｒアンタゴニストの使用。
【請求項２】
　関節炎障害、アトピー性障害、呼吸器障害、皮膚炎症性障害、腸炎症性障害、線維化障
害、全身性エリテマトーデス、移植／移植片拒絶、および、移植／移植片拒絶に関連する
障害からなる群より選択される障害を哺乳動物対象において処置、改善または防止するた
めの医薬組成物を製造するための、抗ＩＬ－２１Ｒ抗体、抗ＩＬ－２１抗体、抗ＩＬ－２
１Ｒ抗体の抗原結合性フラグメント、抗ＩＬ－２１抗体の抗原結合性フラグメント、およ
び、ＩＬ－２１Ｒの可溶性フラグメントからなる群より選択されるＩＬ－２１／ＩＬ－２
１Ｒアンタゴニストの使用。
【請求項３】
　抗ＩＬ－２１Ｒ抗体が、配列番号２に示される配列に対して少なくとも９０％同一性で
あるアミノ酸配列から構成されるＩＬ－２１Ｒに結合することができ、かつ、ＩＬ－２１
ＲがＩＬ－２１と結合することができる、請求項２に記載の使用。
【請求項４】
　関節炎障害が、関節リウマチ、若年性関節リウマチ、変形性関節症、乾癬性関節炎およ
び強直性脊椎炎からなる群より選択される、請求項３に記載の使用。
【請求項５】
　関節炎障害が関節リウマチである、請求項４に記載の使用。
【請求項６】
　呼吸器障害が喘息または慢性閉塞性肺疾患である、請求項３に記載の使用。
【請求項７】
　線維化障害が、体内器官の線維化、皮膚の線維化性障害、眼の線維化状態、全身性硬化
症、多発性筋炎、皮膚筋炎、好酸球性筋膜炎、レイノー症候群、糸球体腎炎および鼻ポリ
ポーシスからなる群より選択される、請求項３に記載の使用。
【請求項８】
　腸炎症性障害が、炎症性腸疾患、潰瘍性大腸炎およびクローン病からなる群より選択さ
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れる、請求項３に記載の使用。
【請求項９】
　皮膚炎症性障害が乾癬である、請求項３に記載の使用。
【請求項１０】
　アトピー性障害が、アレルギー性喘息、アトピー性皮膚炎、じんま疹、湿疹、アレルギ
ー性鼻炎およびアレルギー性胃腸炎からなる群より選択される、請求項３に記載の使用。
【請求項１１】
　アトピー性障害がアレルギー性喘息である、請求項１０に記載の使用。
【請求項１２】
　移植／移植片拒絶に関連する障害が移植片対宿主病である、請求項３に記載の使用。
【請求項１３】
　障害が移植／移植片拒絶である、請求項３に記載の使用。
【請求項１４】
　障害が全身性エリテマトーデスである、請求項３に記載の使用。
【請求項１５】
　哺乳動物対象がヒトである、請求項２に記載の使用。
【請求項１６】
　ＩＬ－２１Ｒの可溶性フラグメントがＩＬ－２１Ｒの細胞外ドメインおよびＦｃ免疫グ
ロブリンフラグメントから構成される、請求項２に記載の使用。
【請求項１７】
　ＩＬ－２１Ｒの細胞外ドメインが配列番号２のおよそアミノ酸１～２３５を含む、請求
項１６に記載の使用。
【請求項１８】
　ＩＬ－２１Ｒの可溶性フラグメントが、配列番号２９に示される配列に対して少なくと
も９０％同一であるアミノ酸配列から構成される、請求項２に記載の使用。
【請求項１９】
　ＩＬ－２１／ＩＬ－２１Ｒアンタゴニストが抗ＩＬ－２１Ｒ抗体またはその抗原結合性
フラグメントである、請求項２に記載の使用。
【請求項２０】
　ＩＬ－２１／ＩＬ－２１Ｒアンタゴニストが抗ＩＬ－２１抗体またはその抗原結合性フ
ラグメントである、請求項２に記載の使用。
【請求項２１】
　ＩＬ－２１Ｒの細胞外ドメイン（この場合、ＩＬ－２１Ｒは、配列番号２に示される配
列に対して少なくとも９０％同一であるアミノ酸配列を有する）と、Ｆｃ免疫グロブリン
フラグメントとから構成され、かつ、ＩＬ－２１と結合することができる融合タンパク質
。
【請求項２２】
　配列番号２９に示される配列に対して少なくとも９０％同一であるアミノ酸配列から構
成される、請求項２１に記載の融合タンパク質。
【請求項２３】
　請求項２１に記載される融合タンパク質をコードするヌクレオチド配列を有するベクタ
ー。
【請求項２４】
　請求項２３に記載されるベクターを含む組換え宿主細胞。
【請求項２５】
　（ａ）請求項２４に記載される組換え宿主細胞を、融合タンパク質が発現されるような
条件のもとで培養すること；および
　（ｂ）融合タンパク質を回収すること
を含む、融合タンパク質の製造方法。
【請求項２６】
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　ＩＬ－２１／ＩＬ－２１Ｒアンタゴニストおよび医薬的に許容され得るキャリアを含む
医薬組成物。
【請求項２７】
　ＩＬ－２１／ＩＬ－２１Ｒアンタゴニストが、抗ＩＬ－２１Ｒ抗体、抗ＩＬ－２１抗体
、抗ＩＬ－２１Ｒ抗体の抗原結合性フラグメント、抗ＩＬ－２１抗体の抗原結合性フラグ
メント、および、ＩＬ－２１Ｒの可溶性フラグメントからなる群より選択される、請求項
２６に記載の医薬組成物。
【請求項２８】
　ＩＬ－２１Ｒの可溶性フラグメントが、ＩＬ－２１Ｒの細胞外ドメインと、Ｆｃ免疫グ
ロブリンフラグメントとから構成される、請求項２７に記載の医薬組成物。
【請求項２９】
　臓器、組織、細胞または細胞群を哺乳動物対象に移植／グラフト化する際の移植／移植
片拒絶の危険性を低下させるための医薬組成物であって移植／グラフト化を医薬組成物の
投与の前または期間中または後のいずれかで行うための医薬組成物を製造するための、抗
ＩＬ－２１Ｒ抗体、抗ＩＬ－２１抗体、抗ＩＬ－２１Ｒ抗体の抗原結合性フラグメント、
抗ＩＬ－２１抗体の抗原結合性フラグメント、および、ＩＬ－２１Ｒの可溶性フラグメン
トからなる群より選択されるＩＬ－２１／ＩＬ－２１Ｒアンタゴニストの使用。
【請求項３０】
　移植／グラフト化された臓器、組織、細胞または細胞群が、心臓、腎臓、肝臓、肺、膵
臓、骨髄、軟骨、角膜、ニューロン組織、および、それらの細胞からなる群より選択され
る、請求項２９に記載の使用。
【請求項３１】
　哺乳動物の移植／移植片レシピエントにおける移植／移植片拒絶を処置、防止または改
善するための医薬組成物を製造するための、抗ＩＬ－２１Ｒ抗体、抗ＩＬ－２１抗体、抗
ＩＬ－２１Ｒ抗体の抗原結合性フラグメント、抗ＩＬ－２１抗体の抗原結合性フラグメン
ト、および、ＩＬ－２１Ｒの可溶性フラグメントからなる群より選択されるＩＬ－２１／
ＩＬ－２１Ｒアンタゴニストの使用。
【請求項３２】
　移植／移植片拒絶の症状が、炎症、低下した臓器機能、生検における拒絶の徴候、およ
び、線維化からなる群より選択される、請求項３１に記載の使用。
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